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(平成２５年度法制・基本問題小委員会（第５回）配布資料７）

｢クラウドサービス等と著作権」及び「クリエーターへの適切な対価還元」に関する検討経過報告

1．検討に至る経緯

平成２６年２月２４日

誹樵唯耽爆と洲，瀧に附5ﾜｰｷﾝﾁｰﾑ

法制・基本問題小委員会著,作物等の適切な保護と利用・流通に関するワーキングチ

ーム（以下「ＷＴ」という｡）は、知的財産戦略本部が策定した知的財産政策ビジョン'等

を踏まえ、法制・基本問題小委員会において議論を行った結果、「クラウドサービス等と

著作権」及び「クリエーターへの適切な対価還元」に係る課題については、より専門的

かつ集中的な検討を行う必要があるとの意見が示されたことなどを受け、平成２５年１

１月１日の法制・基本問題小委員会において設置された。

２．開催状況、検討経過

具体的な開催状況及び検討経過は、以下のとおりである。

(1)第１回平成２５年１２月１６日

①クラウドサービス等と著作権について

榊原チーム員、浅石チーム員から、ＷＴにおいて検討すべきクラウドサービスの

詳細な実態や著作権法との関係について意見発表がなされるとともに、奥祁チーム員

から、近時の米国におけるクラウドサーピスに関連する裁判例の動向についての報告

がなされ、これらに基づき質疑応答及び検討を行った。その結果、まずは私的使用目

的に関連するロッカー型クラウドサーピスについて検討を行うこととされた。

②関係団体からの意見発表

クリエーターへの適震切な対価還元に関し、関係団体であるCultureFirst推進団体

から〈新たな補償制度創設に係る提言についての発表が行われ、それに基づき質疑応

答及び検討を行った。

(2)第２回平成２６年２月１７日

①クラウドサーピス等と著作権について

第１回ＷＴにおける議論を踏まえ、ロッカー型クラウドサーピスをより詳細に分類

し、その上で、今子チーム員、丸橋チーム員、榊原チーム員から、事業者としての視

点を踏まえ、ロッカー型クラウドサーピスの分類ごとに、どのように取り扱うべきか

についての意見発表がなされ、それに基づく質疑応答及び検討を行った。

ｌ平成２５年６月７日知的財産戦略本部決定。
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②私的録音録画に関する実態調査について

クリエーターへの適切な対価還元に関連し、私的録音録画に関する実態調査を行っ

ている株式会社野村総合研究所から当該調査の現時点における進捗状況等について

発表がなされ、それに基づく質疑応答及び検討を行った。

３．今後の方針

「クラウドサービス等と著作権」及び「クリエーターへの適切な対価還元」に係る課

題については、早急な検討が求められているという状況にも留意しつつ、専門的かつ集

中的な検討を更に行い、各関係者の合意に向けた議論を通じて一定の結論が得られるよ

う努めてまいりたい。
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